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支序

近年の大きく変質しようとする社会変動の中で、文化財行政に対する市民のニーズは高まり

つつあります。

こうした中で、若林地区に所在する若林城跡の発掘調査が実施されました。若林城といえば

伊達政宗が晩年に築いた居館として知られている遺構であります。明治12年 (1879)宮 城集冶

監として利用され、現在も宮城刑務所として継続利用されている所であります。

本書は、城郭内に工場施設が建設されるための事前調査時の成果をまとめ公開する報文であ

ります。築城以前の平安時代の竪穴住居跡、竪穴遺構、古墳時代の古墳の周追などが検証され、

興味のある歴史事象の発見となりました。

この調査に際しては、宮城県文化財保護課をはじめ、法務省、その他多くの御協力をいただ

きましたこと、哀心より感謝を申し上げますとともに、今後の文化財保護行政に対し市民の方

々の一層の御理解を賜りますことを切望して序といたします。

昭 和 61年 3月

仙台市教育委員会

教 育 長 藤 井  黎



例 日

1.本書は宮城刑務所内訓練棟新営工事に先だって行 った若林城跡の発掘調査報告書である。

2.調査の主体者は仙台市教育委員会で、宮城県教育委員会に御協力をお願いした。

3.発掘調査は仙台市社会教育課職員佐藤甲二、宮城県文化財保護課職員佐藤則之、笠原信男

が担当した。

4.報告書作成のための整理は結城慎一、渡辺誠、佐藤甲二が担当し、編集・執筆は佐藤甲二

が行った。

5,本報告書に使用した建設省国土地理院発行の地形図は、図中に示した。

6.全資料は仙台市教育委員会で一括保管してあるので活用されたい。

1.本報告書中の上層の上色については「新版標準土色表」 (小林、竹原 :1973)を 使用した。

2.本報告書使用の層位名 として、ローマ数字は基本層位、算用数字は堆積土・埋土を表す。

3.本報告図版内の表現として

(1)方位は全て磁北を北としている。磁北方向は真北に対して西偏 7° 0′ である。

(動 土器で中心線が 1点鎖線のものは、図上復元実測図である。
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第 I章 遺跡の位置と環境

若林城跡は仙台駅の南東約 l kmに位置する。仙台市は西側に丘陵地帯と段丘面が、東佃1に は

七北田川、名取川一広瀬川、阿武隈川によって形成された海岸平野が広がる。当遺跡は名取川

の支流である広瀬川が形成した、沖積面た岸の自然堤防上 (標高約12m)に立地する。遺跡の

東には、弥生時代から平安時代までの大集落跡である南小泉遺跡が隣接する。また、北東側、

北側 l km以内には、東北第 3位の規模を誇る遠見塚古墳や法領塚古墳・猫塚古墳が築かれてい

る。

若林城は伊達政宗の晩年に、政宗の隠居所として築かれた居館である (寛永 5年 )。以前から

この地は「古城」と呼ばれ、かって古城があったことが仙台古城書上に記されている。若林城

の規模は資料が貧しく不明確であるが、惣構の広さは三町四方で、高さ二丈余の上手を築き、

周囲に幅二十間の濠を 2重にめ ぐらしていたとされている。政宗の死後 (寛永13年 )は廃城と

なり、城内の建物の大半は仙台城ニノ丸等の他の場所へ移築された。その後、城跡内は、明治

12年に宮城集冶監が建設され、現在の宮城刑務所に至っている。現在、当時の若林城の面影を残

すものは城を画する土塁 と濠 (一重 )、西大手の桝形状の上塁、政宗が征韓の役の折持ち返った

とされる臥竜梅である。

遺 跡 名

1 若 林 城 跡

2 苗 小 泉 遺 跡

3 西 台 畑 遺 跡

4 遠 見 塚 古 墳

5 法 領 塚 古 墳

6 猫 塚 古 墳

7 郡 山 遺 跡

陸奥国分寺跡

陸奥国分尼寺跡

東 郊 条 里 跡

北 目 城 跡

沖 野 城 跡

第 1図 遺跡の位置と周辺の遺跡 (国土地理院1/50,000「 仙台」を複製)



第 H章 調査の方法と概要

調査に至 る経過

宮城刑務所内に新たに職業訓練棟が建てられることとなり、昭和59年 5月 8日 に試掘調査が

行なわれた。その結果を踏え、県教育委員会、宮城刑務所三者協議の上、昭和60年 7月 2日 ま

り県教育委員会の協力で、本調査を実施する運びとなった。尚、昭和59年、調査対象区の南西

側の構堂建設の際にも調査が行なわれている。40ぽ程の調査であったが、中世から近世頃のも

のと思われる掘立柱建物跡 1棟 とピット群が検出されている。

2.調 査方法

調査区は城内の東側中央付近に位置する。調査区の東側約60mに は東門があり、また北東側

約 7mに は臥竜梅が植えられている。調査区は建物予定面積よリーまわり大きく設定した (西

を除き他は全て lm拡大した。ただし、現在使用されている埋設管部分は除いた)。調査区東西

ライン (64.5m)は建物予定部分の東西ラインに合せた。これと直交する南北ラインは磁北よ

り約 14° 30′東へ傾 く。調査は調査区南北ラインを北からA～ D、 東西ラインを西から1～ 11と す

る6× 6mグ リッドで実施した。

T _

第 2図 調査対象区位置図



3.基本層位

現表土面のI層から地山面のⅣ層までの大別 4層から成り、Ⅲ層はさらにa・ bに細分され

る。

I 層 :暗褐色 (10Y R13/3)シ ル トor砂質シル ト。現表土層で、レンガ、大礫、鉄クズ、空缶等

を含むカク乱層である。50cm前 後の層厚であるが、地点によっては lm以上にもなる。

II層 :にない責褐色(10Y R%)シルトorシ ルト質粘土。瓦 。レンガ等を含む。 I層のカク乱

が加わる以前の明治以降のカク乱層である。層厚は不安定であるが、平均30cm前後で

ある。調査区画全面に認められる。

Hl a層 :にぶい責褐色(10Y R%)砂質シルト。 粗砂 。マンガン粒を含む、部分的に分布し、調

査区北東側では約40前 と厚い。出土遺物はない。

Ⅲb層 :にぶい責褐色(10Y R5/3)シ ルト質粘土。 マンガン粒を少量含む。調査区東側 (9ラ イ

ン以東)部分には分布せず。層厚は30cm前後である。出土遺物はない。

Ⅳ 層 :責褐色(10Y R%)シルト質粘土。 当遺跡の地山層である。白色粘土ブロックを含む。

上面は IoH層の影響 (深度)で凸凹状となる。遺構は全て当層の上面で検出される。

無遺物層である。

以上の I～ Ⅳ層の内、 IoH層は明治以降のカク乱層である。m層 は自然堆積層と考えられ

るが、 I・ Ⅱ層の影響で小断片的にしか認められなかった。Ⅳ層も上面が I・ Ⅱ層の影響を受

け状態が悪いが、調査区内では北東側へやや下って行 く。Ⅳ層以下は、A-2グ リッドで約80

cm下 (標高10.50m)、 C-10グ リッドでは約130cm下 (標高9.40m)で、それぞれ砂礫層となる。

尚、若林城にともなう整地層と断定できるものは、今回の調査区内では認められなかった。

4.調 査概要

昭和60年 7月 2日 に調査を開始し、8月 7日 の終了まで実働27日 の調査日数を要した。調査

面積は1,423m2でぁる。I・ H層は重機により排土を行った。両層はⅣ層上部まで影響を及ぼし

ている場合が多く、その結果m層 は小断片的にしか残っておらず、Ⅲ層面で明確な遺構を検出

することは不可能であった。従って遺構検出面は全てⅣ層上面となった。

検出遺構には古墳 1基 (周追部のみ )、竪穴住居跡 4軒、濤跡 1条、竪穴遺構 3基、土援 8基、

ピットがあり、その他に河川跡が 1本検出された。これら遺構は上部を I・ H層による削平を

受け、遺存状況は悪かった。出土遺物は4号住居跡を中心として、弥生土器、土師器、須恵器、

陶器、瓦、埴輪、鉄製品が平箱 (テ ンバコ28)に 4箱程出上した。これらの多くは破片資料で

ある。出土資料中、最も多かったのはロクロ使用の土師器であった。
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第皿章 検出遺構と出土遺物

古 馨二(第 3～ 5図 )

調査区南西側 (B～ D-1～ 5グ リッド)で 1基検出された。後世のカク乱により、墳丘は

もとより周追上部もすでに削平され、周追底面付近が部分的に残存している状況であった。周

追は 3号竪穴遺構、濤跡に切られている①

周注は残存部分が良好な部分で、上端幅約1.5m、 深さ60cmである。下端幅は0.5～ lmで、下

端ラインは不明確である。底面は凹状で、壁面は緩かに立ち上る。調査区内に於ける周追の全

体的な形状は、北側を欠くがほぼ円形を呈するも′のと思われる。周追内側での直径は約22mで

11,500m

「      周 追
1層 暗褐色(10Y R%)シルト
2層 黒褐色(10Y R・4/2)シルト
3層 鼻色(10Y R%)シ ルト質粘土
4層 褐色(10Y R%)シ ルト質粘土

堆 積 土
炭化物粒,焼土粒徹量

炭化物粒・焼土粒少量・地山プロック少量

炭化物粒・焼土粒・地山プロック多量

炭化物微量・地山崩壊土

番 号 出土地点 登録番号 種 類

1 周漫推積土 P-4 円筒埴璃

2 周迫 3層 P-5 円筒埴瑶

3 周i12～ 3層 P-3 円筒埴零

4 滞跡堆積土 P-1 円筒埴輔

2m

悦 マ Ⅷフ

0           5 cm

ー第 4図 古墳周追平・断面図、出土遺物



ある。周追の堆積土は 4層から成る。 1・ 2層はシルトで、 3・ 4層 は粘土質シルトである。

各層とも自然堆積状況を示す。

〔出土遺物〕堆積上、底面より上師器片(郭・高lTh)、 埴輪片が出土した。土師器片は少量の出

土である。全て細片で、磨減が著しいが、非ロクロ使用のものと思われる。埴輪片は比較的夕

く出土した。

埴輪 (第 4・ 5図 ):全て円筒埴輪で、口縁部から底部まで続く資料はない。口縁部はかるく

外反するもので(第 4図 1～ 3)、 底部付近はやや直立気味となるは)。 タガは 2条貼り付けられ

ており、タガ間の幅は15.5cmである。タガの断面形はほぼ台形状のものや、やや「EK」 状とな

るものが認められる。タガ間 (上部のタガ付近)には円形のスカシ孔が 1個穿たれており、反

対側にももう1個穿たれていたものと思われる。スカシ孔の外面径は 5 cmを 測る。外面調整は

タガが貼り付けられる以前に縦方向の刷毛目が施こされる。さらにタガ及びその付近、口縁部

にはヨコナデが加えられている。内面調整は縦方向のナデ (指ナデ ?)が施され、タガ部分で

はさらに横方向のナデが施こされた後、口縁部には横ナデが加えられる。色調は赤褐色のもの

がほとんどで、数例褐色のものも認められた。器面には黒斑のみられるのはない。

0                         10Cm

ll

第 5図 古墳周追出土遺物 (2)



2.竪 穴住居跡

竪穴住居跡は調査区南東側、D-5～ 8グリッドで、まとまりを持って4軒検出された。ほ

ぼ等間隔を持って東西に並んでおり、住居跡どうしの重複関係はない。各住居跡ともカク乱を

受けており、完全なプランを残すものはなく、遺構の遺存状況は悪い。

1号竪穴住居跡 (第 6図 ) 滓     "のののの場0つ0)の0つの0◇o
D-5グ リッドに位置する。西側半分はカク    【口Ooデ II陪         引

心

中 VVr i II′
EI              gI

g                      N
乱により切られている。残存部分ではカマ ド、

周濤は検出されなかった。

〔規模。平面形〕東西辺は不明であるが、南弐

… “

⌒ 工 剌 仲 伸

―

甲

' 

製

m以

劾窪み状 (深さ5 cm)となっている。さらにこの ヒ_十~

周濤は検出されなかった。

〔規模 。平面形〕東西辺は不明であるが、南

辺は約2.4mを測る。平面形は方形を呈するも

と思われる。

〔堆積土〕褐色シルトの単層である。

〔壁〕床面から比較的角度をもって立ち上る

壁高は最も残存状況が良好な北壁で10cmを 測ィ

〔床面〕中央東壁寄りの80× 70cmの範囲が渉

内には小ピット状の凹部が 2ケ所みられ、中央

付近には焼け面が認められた。貼床は施されて

いない。

1号住居跡堆積土
1層  掲色(10Y R/)シ ルト    打♂物社,焼土粒少量、地山ブロック少量
①a層 によい黄褐色(10Y Rン )シルト炭化物粒焼上粒を多く含む

①b層 褐色(10Y R%)ン ルト    地山アロノク(■ m夫〉炭化物粒焼土地少量
O層  によい黄褐色(10Y R/)粘 土 徹量の炭化物粒

第 6図  1号住居跡平・断面図
〔ピット〕南東コーナー付近で、貯蔵穴状のP

lが 1個検出されたのみである。上端・下端平面形とも不整楕円形を呈坑上端規模80× 65cm、

下端規模60× 50cm、 深さ30cmを測る。底面はやや凹状となり、断面はひらぃた「U」 字状であ

る。堆積土は大別 2層 (細別 3層 )か ら成る。

〔出土遺物〕堆積土中より上師器片 (郭・高台付杯・甕)、須恵器片 (杯 )が少量出土したのみ

である。

2号竪穴住居跡 (第 7図 )

1号住居跡の北東側、D-6グリッドに位置する。北東側 (全体の約%)を カク乱によって

切られている。残存部分ではカマド、周濤は検出されなかった。

〔規模・平面形〕南北辺43m、 東西辺4.8mの長方形を呈する。

〔堆積土〕褐色シルトの単層である。

〔壁〕床面から角度をもって立ち上る。壁高は残存良好な南壁でも15cm前後で、北壁では 5 cm

程の高さしかない。



〔床面〕ほぼ平担である。貼床は施 されていない。

〔ピット〕 5個検出された。P2～ P4は ともに柱痕が認められ、規模もほぼ同一のもので、柱

穴と考えられる。柱間距離は南北 4m、東西1.8mである。Plは 南東コーナー付近に位置し、上

端長辺80cmの隅九方形状を呈するもので、深さは約30cmを測る。底面は凹状で、断面形は「U」

字状である。貯蔵穴と思われる。堆積土は大男U2層 (細別 4層 )か ら成る。

ピット名 上端規模 下端規模 深さ ピット名 上端規模 下端規模 深さ ビット名 上端規模 下端規模 深さ
Pl 80× 73cm 56X42cm 27cm

P2
柱 猿 30× 24cm 23X16cm 32cm

P3
柱 痕 25× 22cm 14Xllcm 28cm

柱 痕 20X15cm 16Xllcm 32cm 掘り方 30X28cm 22cm 掘り方 32X30cm 27× 25cm

掘り方 35× 28em 25× 25cm 26cm 40X― cm 34X― cm

〔出土遺物〕堆積土中、Pl・ 修。3・ 5(堆積土・掘 り方)か ら土師器片(杯・甕 )、 須恵器

片(ナ不・甕)が出上した。また、弥生土器 (桝形囲式)の小破片が 1点 (写真図版9-1)出 土
した。この内図示できたものは土師器杯 2点、須恵器lTx l点 である。

上師器

郭 (第 7図 1・ 2):いずれも製作に際してロクロを使用している。器形には体部が丸味を
もって立ち上り、回縁部が外反するもの (1)と 、日縁部がやや直線的に外傾するもの (2)

がある。ともに内面調整は底部付近が放射状、口縁～外部が横・斜め方向のヘラミガキの後、

黒色処理が施されている。底部の切 り離しは回転糸切 りで、無調整である。

須恵器

杯 (第 7図 3):器形は体部から口縁部にかけてやや直線的に外傾する。底部の切 り離しは
回転糸切 りで、無調整である。底部外面には「×」のヘラ記号が認められる。

3号竪穴住居跡 (第 8。 9図 )

2号住居跡の南東側、C-7・ 8グ リッドに位置する。北西・南東側はカク乱により切られ、また

残りの東側も削平を受け壁面はなく、床面の上部をわずかに残すような状態で検出された。残

存部分ではカマ ド、周濤は検出されなかった。

〔規模・平面形〕南北辺 5m、 東西辺 4m強の長方形を呈するものと思われる。

〔堆積土〕 2層から成る。黒褐色シルト層の 2層 中には多量の炭化物、焼土ブロックを含む。

〔壁〕西壁はややきつく立ち上る。壁高は西・南壁で15cm程 を測るが、東・北壁では残存状況

が悪い。特に東壁では北東コーナーの一部を残すのみである。

〔床面〕やや凸四状である。周縁部には幅50～ 100cm、 深さ 5～ 20cmの掘 り方がめぐらされ (1

点鎖線の外側 )、貼り床が施されている。床面のほぼ中央部には、約100× 80cmの範囲で強い焼け

面が認められた。

〔ピット〕5個検出された。柱痕の認められたものはない。P4・ P5は柱穴になる可能性もある。



1層

Pユ  ①層
②a層

②b層
②c層

P2～ 4①掘り方埋土

②柱痕
P5 ①層

2号住居跡堆積土
掲色(10Y R%)ン ルト
褐色(10Y R%)シ ルト
によい黄褐色(10Y R5/3)シ ルト質粘土
黒褐色(10Y■ 2/2)シ ルト質粘土

灰黄褐色(10Y R彪 )ンルト質粘土

におい黄褐色(10Y R%)シ ルト質粘土

暗褐色(10Y R%)シ ルト質粘土

暗褐色(10Y R%)シ ルト

Ⅲ

鉄分縦縞状。マンガン粒多量

炭化物粒少量、焼土粒少量

マンガン粒 炭化物粒徹量
炭化物プロック、焼土プロック(l em大 )を含む

炭化物粒 焼土粒少量
地山ブロック(l Cm大 )を 多量、微量の炭化物粒、

炭化物粒 焼土粒少量
炭化物ブロック 焼土ブロック(l Cm大 )多量

0               2p

0                         10cm

番号 出土地 主
登録

番号
種  類 残 存

法量cm( )は復元値 写真

図版口径 底径 器高 底径/口径

1 Pit1 2b層 D-1 土師器 示 % (133) 6 2 43

2 層 D-2 土師器 ITN % 55 46 0 40

3 Pit1 2b層 E-1 須恵器ネ % (146) 45 7-9

第 7図  2号住居跡平・断面図、出上遺物



Plは南東コーナーに位置し、上端長辺110cmの隅丸長方形を呈するもので、深さは50cm以上と深

い。底面はやや凸凹状で、壁はきつく立ち上る。貯蔵穴と思われる。堆積土は大別 2層 (細別

4層 )か ら成る。

ピット名 上端規模 下端規模 深さ ビット名 上端規模 下端規模 深 さ ピット名 上端規模 下端規模 深さ

110× 95cm 65× 55cm 50× 45cm 40× 35cm 15cn 60× 55cn 45× 45cm 17cm

23× 23cm 18× 16cln P5 22× 22cm 19× 16cm 18cm

〔出土遺物〕堆積土中、Pl～ 3(堆積土 )、 貼床より上師器(杯・甕 )、 須恵器(郭・三・甕 )、 石

製品(紡錘車 )、 風化し識別不能な鉄製品が出上した。床面からは小鉄澤が 1′ミ出上したのみで

ある。これらの内、図示できたものは土師器郭 2点・甕 3点、須恵器杯 1点、紡錘革 1点であ

る。

上師器

ITR(第 9図 1・ 2):い ずれも製作に際してロクロを使用している。器形は休部が丸味をもっ

て立ち上 り、.口縁が (か るく)外反する。内面調整は底部付近が放射状、口縁～体部が横 。斜

め方向のヘラミガキの後、黒色処理が施されている。底部の切 り離しは両者とも磨減のため不

明隙であるが、回転糸切 りで無調整のものと思われる。

甕 (第 9図 4～ 6):Vヽずれも製作に際してロクロを使用している。大型のもの (5。 6)

と小型のもの(4)がある。大型のものは口縁～体部資料で、長胴のものである。口縁部は外反

し、口縁部端部は上方へ摘み上げられている。 5は最大径を回縁部に持つ。内外面調整はロク

ロナデの後、外面下半はヘラケズリ、内面下半はナデが施されている。 6は最大径を体部上半

に持つ。内外面調整ともロクロナデである。小型のものは口径より器高が低 く、最大径を口縁

部に持つ。口縁部形態は大型のものと同様である。内外面調整ともロクロナデである。底部の

切 り離しは回転糸切 りで、無調整である。

須恵器

杯 (第9図 3):器形は休部から口縁部まで丸味をもって外傾する。底部の切 り離しは回転糸

切 りで、無調整である。

石製品 .

紡錘車 (第9図・7):%の破片資料である。扁平なもので中央に小孔が穿たれている。断面形

はやや台形状を呈す。上面周縁部は面とりがされ、全面に明日衰な擦痕が認められる。上・下面

径推定5.6・ 6.Ocm、 孔径0 6cm、 厚さ1.Ocmを測る。
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o              2m

P5

③

3号 住 居 跡 堆 積 土
1層  掲色(10Y Rツ )ンルト        炭化切泣 焼土tl少二
2層  黒褐色(10Y R%)ン ルト       用し物(木麦)多二、耗土粒多量龍上プロ′ク少二
魅,床 褐色(ユOY R%)シルト質枯と     炭化功粒 燒i粒薇量

Pl  ①a層 暴程色(10Y R%)ン ルト       長化駒 境■アロ′″多ニ
⑨ し層 にP.・ い責褐色(10Y R%)シ ル ト質粘土 貝化物H猛 主泣 下層主をア'′

夕よに少二

①c層 暗将色(10Y R%)ン ルト質祐■    炭化初粒権と紅少屋、炭lLb、猛上ブロ′ク負ニ
②層  によい黄橙t(10Y R%)■ ■     マンオン紅 下面に鉄分集積

'2  0層
  暗褐色(10Y R4/3)ン ルト質枯土    炭化効粒 捜■粘微二
②憾  黒褐色(IOY R%)ン ルト質|1土    文化物 猛土 地山ブIJ′ 夕多重

P3  0霞  褐色(10Y R%)シ ルト質楢■     兵化切41旋土粒微と。Pi家功曙と顕似
②層  黒褐t(10Y R%)ン ルト賓格主    炭lLb 猛土泣を少猛

pr 5 ①層  黒褐色(10Y R%)ン ルト質梢土    周ヒ初多重 耗土粒少二

第8図  3号住居跡平・断面図
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番号 出土地点
録

号

登

番
種   類 残存

法量cm ( )は 復元値 写真

図版口径 体径 底径 器高 底径/口径

1 2 層 D-6 土 師 器 lIN % 44 7-8

2 2  層 D-7 土 師 器 琢 / (142)

la層 須 恵 器 林 / 53 7-10

4 a層 土 師 器 褻 4/5 7] 8-2

Piti ic層 土 師 器 甕 / (219, (208)

Pid ic層 土 師 器 褻 / (225)

7 1  層 K-2 石製紡錘車 / 9-7

第9図  3号住居跡出上遺物



4号竪穴住居跡 (第10～ 12図 )

3号住居跡の北東側、C・ D-8グリッドに位置する。南側を1号土援、ピット、カク乱に

切られている。上部をかなり削平されており、壁の残存は悪く、北東コーナーでは不明確であ

る。周濤は検出されなかった。

〔規模・平面形〕壁の残存状態が悪く、明確な平面形は把握できなかったが、1辺26前後の正

方形状のプランを呈するものと思われる。

〔堆積土〕2層から成る。カマド上の堆積±2層はカマド崩落土と考えられる。

〔壁〕東壁は比較的残存状態が良く、壁高は12cmを 測る。底面からの立ち上りは急角度である。

〔床面〕ほぼ平坦である。中央付近に70× 50cmの範囲で焼け面が認められた。貼床は施されて

いない。

〔ピット〕南西コーナー付近でPlが検出されたのみである。上端・下端規模65× 50cm・ 55×

35cm、 深さ26cmを測る。堆積土は単層である。

〔カマド〕北壁中央よりやや東側に位置する。北壁を掘り込んで燃焼部が作られている。燃焼

部はやや凹状で、幅・奥行きとも50cmを測る。中央奥壁寄りには支脚用の円礫が、下端を少し

埋め込むような状態で置かれていた。また支脚用礫上には土師器の小型萎の体部～底部破片(%

残存、第12図 4)が、被せたような状態で出土した。焚き口付近の袖には礫が使用されていた

らしく、下端を床に埋め込んだ礫が、焚き口付近と思われる場所の西側より1個出土した。反

Ｐ
〕
・
∞
ｏ
ｏ

日

卜

　

］

誉

十

1層

2層

①層

島   名 11,300m

以

4号 住 居 跡 堆 積 土
褐色(10Y R%)シ ルト質粘土

炭化物ブロック 炭化粒 焼上を微量含む
暗褐色(10Y R%)シ ルト質粘上
焼土ブロック(l cm大 )を 多量、炭化物粒多量。カマド内堆積土

暗褐色(10Y R銘 )シルト質粘土

炭化物、焼土ブロック(l Cm大 )多量。

1号 土 渡 堆 積 土
1層 暗褐色(10Y R%)ン ルト
炭化物 焼土ブロ /ク (と もに l em大 )多量

2層 黒褐色(10Y R%)シ ルト質粘上
炭化物粒、焼土粒少量。白色粘土ブロノク(l em大 )多量

0             2m

■,300m島

第 10図  4号住居跡平・断面図



対側のほぼ同位置にも礫の据え方が認められた (こ れに接する南側には抜き取り穴が認められ

た)。 支脚と袖石を結ぶ範囲内は、強い焼け面がみられた。

〔出上遺物〕堆積土中、カマ ド内より上師器(杯 。甕 )、 須恵器(郭 。甕 )、 石製品(祗石 )が出土

した。これらの内、図示できたものは土師器杯 3点・甕 5点、須恵器郭 1点、祗石 1点である。

上師器

郭 (第 11図 1～ 3):いずれも製作に際してロクロを使用している。器形には体部から口縁

部にかけてやや直線的に外傾するもの(1)、 体部は丸味をもって外傾し、口縁部が外反するも

の(3)と 口縁部がやや直線的に外傾するもの(2)がある。内面調整は底部付近が放射状、口縁

～体部が横 。斜め方向のヘラミ・ガキの後、黒色処理が施されている。 1。 2の底部切 り離しは

回転糸切 りで、無調整である。 3は高台が付く可能性もある。

甕 (第 12図 1～ 6):口縁部から底部まで続く資料はない。日縁～体部上半資料には大型の

もの (1・ 2)と 月ヽ型のもの (3)がある。大型のものは長胴になるものと思われる。 1は 口

径と体径がほぼ同じである。口縁部は外反し、日縁端部は上方へやや摘み上げられている。外

面調整はロクロナデの後、体部下半にヘラケズリが加えられる。内面調整は磨減のため不明瞭

であるがロクロナデと思われる。 2も 口径・体径ともほぼ同じもので、口縁部は外反し、口縁端

部は肥厚する。外面調整はロクロナデの後、体部下半にヘラケズリ、内面調整はロクロナデで

ある。小型のものは最大径を口径にもつもので、器高より口径の方が大きいものと思われる。

口縁部は外反し、口縁端部は上方へ摘み上げられる。内外面調整ともロクロナデである。体部

?    I    qCm

番号 出土地点
録

号

登

番
種  類 残存

法量cm( )は 復元値 真

版

写

図口 径 体径 底径 器高 践径/口径

カマ ド内 上師器琢 1/● (155) 47

カマド内 土師器杯
3/5 (147)

3 カマド内 土師器杯
2/8 (148)

ユ 層 E-3 須恵器琢 4/5 65 0 46 7-11

第11図 4号住居跡出土遺物 (I)



碍

0                         10 cm

番号 出土地点
録

号

登

番
種 類 残存

法量cm( )は復元値 真

版

写

図口 径 体 径 底径 器高

ユ カマ ド内 D-15 土師器嚢 1/3 (241) (235) 8-4

2 カマ ド内 D-16 土師器甕 豚 (215) (219)

カマド内 D― H 土師器甕 3/6

カマ ド内 D-12 土師器褻 %

5 1層 D-11 土師器甕 %

6 カマ ド内 D-13 土師器褻 %

カマ ド内 K-1 祗   石 9-8

第12図  4号住居跡出土遺物 (21



下半～底部資料にも大型のもの (5。 6)と 小型のもの(4)が ある。大型のもの外面調整は休部

がヘラケズリ、底部ナデ、内面調整は体部がヘラナデ、体部下半～底部がナデツケである。小

型のものは内外面ともロクロナデ調整で、底部の切 り離しは回転糸切 りで、無調整である。

須恵器

杯 (第 11図 1):器 形は体部が丸味をもって立ち上 り、口縁部がやや直線的に外傾する。底

部の切 り離しは回転糸切 りで、無調整である。

石製品

祗石 (第 12図 7):小 型の不整形なものである。全面に擦痕が認められる他、表面には 2条

の幅広い濤状の凹面がみられる。

3.溝  跡 (第 3・ 13図 )

調査区北西側、A・ B-1～ 5グ リッドにかけて 1条検出された。やや蛇行 しながら東西方

向 (N-68°一W)に 走行するが、B-5グ リッドで河川跡に切られ東へ延びていない。また、上

面を1,2号 竪穴遺構、土羨、ピットに切 られている。上端幅は約 4m、 下端幅は1.5m～ 2m、

深さは上面の削平の度合によって異なり60～ 110cmを 測る。底面はB-4グ リッド付近は平坦で

あるが、 A・ B-1。 2グ リッド付近では強い凹状を呈す。底面の標高はA-1グ リッドで10,07m、

B-5グ リッドで10.32mと 約20cmの差がみられる。壁は緩かに立ち上る。堆積土はB-5グ リ

ッドの観察では 6層から成る。 1～ 5層はシル ト質粘上であるが、 3層には砂、2・ 5層には小

礫を含み、最下層 6層は砂質シル トであることより、 2層以下は水の影響の下に堆積したこと

が考えられる。

〔出土遺物〕堆積土中より非ロクロ使用の上師器 (郭・甕)、 ロクロ使用の上師器 (不・高台付

杯・甕)、須恵器 (甕 )、 埴輪 (円筒埴輪)の細片を出土した。

4.竪穴遺構

調査区西側の北と南で 3基検出された。北側の 1・ 2号は約 lmの間隔で東西に並ぶ。いず

れも不整方形状のもので、底面には柱穴やその他の施設を持たない。またいずれも長辺を同一

方向 (東西)に 向けている。

1号竪穴遺構 (第 13図 )

A-1グ リッドに位置する。西側の上端は調査区外に延び不明である。濤跡を切っている。

上端・下端平面形とも不整隅丸長方形を呈す。上端規模5,0?× 3.Om、 下端規模3.2× 1.7m、

深さ50cmを測る。壁には底面から約30cmの高さで段が形成されている。壁は段を扶んだ上下とも

緩やかな立ち上りを示すが、段より下の方がやや緩やかである。底面は中央が凹状となる。堆積



濤  跡

堆  積  土
マンオン粒多量、炭化物粒微量
マンオン粒少量、炭化物微畳、小礫少量(2em大 )
マンオン粒少量、炭化物泣 焼土粒少長、糾砂粒徹量
マンオン粒多量、灰白色粘土アロック少量、炭化物粒徹畳
マンオン泣多量、黒色祐土アロ/ク少量、炭化物粒少畳、下部に笛 c冊以上の確(円 )を少三書む
マンガン粒少三、黒色粘主アロック徹量、細秒を含む

A′

0              2m

ｇ

ｏ
ｏ
ｏ
．
Ｈ
Ｈ

濤 跡
褐色(10Y R%)ンルト質枯土
によい責褐色(10Y R%)シルト質粘土
によい黄褐色(10Y R%)シルト質粘土
褐色(10Y R%)シルト質粘■
暗褐色(10Y Re/3)シ ルト質粘土

褐色(10Y R%)砂質シルト

1号 竪 穴 遺 構

1号竪穴遺構堆積土

栂色(10Y R%)ンルト質粘土  炭化物地機畳、マンオン粒少量、ややグライ化。上部に灰色火山灰アロンク少三
暗褐色(10Y R%)シルト質粘土 長化物粒縮土社を少畳。マンオン柱多三。ややグライ化

0              2m

Ｅ

ｏ
Φ
▼

出
出

第褐図 溝跡、 1号竪穴遺構平・断面図



土は2層から成り、自然堆積状況を示す。1層上部には灰白色火山灰の小ブロックを含む。

〔出土遺物〕土師器 (杯・甕)、風化し識別不明な鉄製品の細片が、堆積土中より少量出上した

のみである。

2号竪穴遺構 (第 14図 )

A-1～ 3グ リッドにまたがって位置する。濤跡を切っている。中央部は南北に走る埋設管

部分 (幅約 lm)のため調査が不可能であった(破線部分 )。 上端・下端平面形とも中央部がや

や括れ、西側が不整形に脹らむ。上端規模8.8× 2.6～4.3m、下端規模8.5× 1.6～ 39m、 深さ40cm

を測る。壁は緩やかに立ち上り、底面は凹凸状である。堆積土は 3層から成り、自然堆積状況

を示す。堆積± 1層中には灰白色火山灰のブロックを少量含む。

〔出土遺物〕土師器片 (杯 。高台付杯・甕 )、須恵器片 (郭 )が堆積土中より少量出上した。図

示できたものは須恵器郭 1点である。

須恵器

杯 (第 14図 1):器形は体部から口縁部まで丸味をもって外傾する。底部の切 り離し技法は

回転糸切 りで、無調整である。底部外面には「×」のヘラ記号が認められる。

十

0          2m

2号 竪 穴遺構 堆積 土
1層 褐色(10Y R%)シルト質粘土     炭化物粒焼土粒少畳、マンオン粒灰白色火山灰アロックを少畳
2層 にがい黄掲色(10Y R%)シルト質粘土 マンガン粒少量、鉄分縦縞状に散左
3層 暗褐色(10Y R%)シルト質粘土    炭化物粒焼土粒少量、マンオン粒多畳

会

出土地点

録

号
種 類 残存

法acm( )は復元値

口 径 底径 底径/口径

堆 積 土 E-4 須恵器タ 1/6 45 40

第14図  2号竪穴遺構平・断面図、出土遺物



3号竪穴遺構

D-3・ 4グ リッドに位置する。古墳の周注を切っている。南側は調査区外へ延び不明であ

る。西側もカク乱に切られている。上端・下端平面形とも不整方形を呈するものと思われる。

上端規模5.5× 3.Om以上、下端規模5.0× 2.5m以上、深さ40～ 5ocmを測る。壁はややきつく立

ち上る。底面はやや凸凹状となる。堆積土は 3層から成り、自然堆積状況を示す。 1層中には

レンズ状に灰白色火山灰の塊が認められる。

〔出土遺物〕土師器片(甕 )、 埴輪片 (円筒埴輪)が少量出上した。全て堆積土中よりの出上で

ある。図示できたものは土師器甕 1点である。

土師器

甕 (第15図 1):製作に際してロクロを使用していないものである。口縁～体部にかけての

当11,500m

=

0            2m

3号 竪 穴遺構 堆積 土
褐色(10Y R%)シルト質粘土     月と物粒統土粒徹量、灰白色火山灰をアコック状、レンズ状に(働 X7cm)含む
によい黄褐色(10Y R4/3)シ ルト質粘土 周七物地・焼主粒少量、ややグライ化
暗褐色(10Y R%)粘土        黒色粘土を積縞状、月ヒ物粒・焼土粒少量、ややグライ化

0                         10cm

黒色粘土を積縞状、月ヒ物粒・焼土粒少量、ややグライ化

出土地点 登録番号 種 類 残存 法畳cm( )は復元植

C-1 土師器嚢 口径 :(223)体径(218)

第15図  3号竪穴遺構平・断面図、出土遺物



資料である。日縁部が外反し、体部上半がやや膨む器形で、口径 と体径はほぼ等しい。外面調

整は体部が縦方向の刷毛目の後、口縁部はヨコナデで、内面調整は口縁部から休部にかけて横

方向の刷毛 目の後、口縁部にはヨヨナデが施されている。

5。 その他の遺構

その他の遺構として土娠、ピットがある。遺物を出土するものが少なく、これらの内には明治

以降のものも含まれている恐れもある。また、遺構 とは言い難いが、河川跡が 1本検出されて

いる。

上 墳

8基検出された。 1号土墳 (第 10。 16図 )は 4号住居跡の南東コーナー付近を切っている。

上端平面形 l Xl.2mの楕円形で、深さは30cmを 測る。堆積土は 2層から成る。ともにシル トで

1層 中には炭化物、焼土粒を含む。底面から浮いた状態ではあるが、土師器、須恵器がまとま

って出土した。 2号土獲 (第 17・ 18図 )は C-7グ リッドに位置する。上端・下端平面形とも

円形を呈する円筒状の上墳である。上端径 150cm、 下端径85cm、 深さ85cmを 測る。底面付近より

瓦がまとまって出上した。他の 3～ 8号 までの土獲からは出土遺物はなかった。

〔1号土娠出土遺物〕

土師器 (郭・高台付杯・甕 )、 須恵器 (杯・重)が出土した。この内、図示できたものは土師

器杯 2点 。高台付郭 1点・甕 1点、須恵器杯 1点・壺 1点である。

上師器

郭 (第 16図 1。 2):いずれも製作に際してロクロを使用している。器形は体部が丸味をも

って立ち上り、口縁部が外反する。内面調整は底部付近が放射状、口縁～体部が横・斜め方向

のヘラミガキの後、黒色処理が施されている。底部の切り離し技法は回転糸切 りで、無調整で

ある。

高台付郭 (第 16図 3):製作に際してロクロを使用している。郭部の器形・調整・底部の切

り離し技法は邦と同様である。高台部は「八」の字状の付高台で、底部周縁及び高台内外面に

ロクロナデを施している。

甕 (第 16図 4):製作に際してロクロを使用している。体部下半を欠失する。最大径は体部

上半に持つ、長胴のものである。口縁部は外反し、口縁端部はやや上方へ摘み上げられている。

土壊番号 地 区
平 面 形 規 模 Cm

堆積と数 出 土 遺 物 土獲需 地 区
平 面 形 規 模 cm

蜂 勲
上 端 下 端 上 端 下 端 上 端 下 端 上 端 下 端 深さ

1 D-8 円 1閉 XllXl 土師器 須恵器 2 C-7 円 瓦

3 円 1冊X■ 5 4 指 円 精 円 2冊 X■ 0 lЮ X 75

5 A-34 惰円形 不整惰円形 ■OX 65 8 6 A-4 隅丸長方形 lR丸長方形 2ω Xlあ 215× lⅨ 18

7 D-4 指円形 1側 X811 5 8 D-6 側X“ 術X5( 9



番号 出土地点
録

号

登

番
種   類 残存

法量cm( )は復元値 真

版

写

図口径 体径 底径 器高 底径/口径

2 層 D-20 土 師 器 杯 % 143 49 43

2 1 層 D-19 土 師 器 ネ 3/5 54 42 0 39

3 2 層 D-18 土師器高台付杯 % 高合径70 7-3

4 2層 D-21 上 師 器 甕 % (212) (59) 8-5

5 1 層 E-5 須 恵 器 17N % 0 46

2層 E-7 須 恵 器 重 4/5
(136) i00 21 3 8-6

0                         10cm

第16図  1号土墳出土遺物



外面調整はロクロナデの後、体部下半にヘラケズリが施されている。内面調整は不明日衰である

が、ロクロナデが施されている。

須恵器

杯 (第 16図 5):体 部から口縁部まで丸味をもって外傾する器形である。底部の切 り離しは

回転糸切 りで、無調整である。

こ (第 1′6図 6):最 大径を体部上半に持ち、器高より体径の大きいものである。ほぼ直立す

る短い頸部に、外反する口縁部が付 く。口縁端部は肥厚する。外面調整はロクロナデの後、体

部下半にヘラケズリ、底部はナデが施されている。内面調整はロクロナデの後、底部にナデツ

ヶが施されている。

〔2号土姫出土遺物〕

瓦は全て本葺瓦で、燻し瓦である。九瓦・平瓦 。道具瓦 (戻

斗瓦 )が見られる。

瓦 (第18図 ):丸瓦・平瓦とも全て破片資料で、計測できるも

のはない。災斗瓦は比較的残存が良 く長さ約 28cm、 最大幅約 14

cmの ものが 3点みられた。また戻斗瓦には刻印があるものが 2 11,000m

点 (2・ 3)認められた。

ビッ ト

Ｎ

ヽ

ゝ

ｈ

下

年

、

52個検出された。この内柱痕を持つものが数例あった。規模・

配ア1・ 配置に規則性を見い出すことはできなかった。ピット内

より遺物を出土したものはない。

河川跡

0         1m

ー
第17図  2号土墳平・断面図

調査区北東側、A～ C-5～ 11グ リッドで検出された。溝跡を切っている。南岸は検出され

たが、北岸は調査区の外 (北側 )に位置する。南壁は直線的ではなく、「 L」 字状に曲ってい

る。河川幅は不明であるが、調査区東側 (10ラ イン)の カク乱部よりの断面観察では、深さは

約 2mである。堆積層は大別 4層から成り、1層はシル ト質粘土層、2層は幅50cmの砂礫層、 3・

4層 は粘土層で、10cm幅 の 4層 中には未分解の植物が含まれる。

6.その他の出土遺物

基本層位 I・ H層中より出上した遺物である。ほとんどが瓦片であるが、陶器片もわずかに

1点出上した。



10cln

番  号 出土地′雪 登録番号 種  類 法 量cm 写真図版

1 堆積上下部 H-1 災斗瓦 277× 139× 20 9-3

堆積土下部 H-2 災斗瓦 289× 142× 2] 9-4

堆積上下部 H-3 災斗瓦 287× 132× 18 9-5

第18図  2号土拡出上遺物

瓦 (第 19図 ):軒九軒が 1点出土している。燻し瓦である。瓦当面の資料で、瓦当面の径は約

18cmである。周縁は中高縁で、瓦当文様は内区に左巻きのニツ巴文が、外区には連殊がめ ぐる。

陶器 (写真図版 9-2):1点 出上した。志野焼の碗 ?である。休部下半の破片資料である。

外面文様は不明で、内面には界線 (いずれも鉄絵)がめ ぐっている。内外面の施釉は長石釉で、

貫入が認められる。また、内面には目跡がみられる。慶長頃の作と考えられ、寛永頃には廃棄

されたのではないかと思われる。

（

υ
守′′〕

魯
ｋ

0                   1ocm
出土地点 登録番; 種  類 写真図版

B2■層 F-1 軒 丸 瓦 9-6

第19図 基本層仕出土遺物



第Ⅳ章 遺構の所属年代とまとめ

遺構の所属年代

(1)古 墳

今回の調査で最も古い遺構として位置づけられるもので、 1基検出された。墳丘部及び周追

上部はすでに削平され、周追底面付近がわずかに残存するのみである。周浬底面・堆積土より

当古墳に伴ったと考えられる円筒埴輪の破片が比較的多く出土した。完全な形に復元できる資

料は得られなかったが、内外面調整、タガ・スカシ孔の位置・形状の特徴は、同地域の裏町古

墳、大野田古墳群出上の円筒埴輪に類例を求められる。これら古墳は伴出遺物の年代より、 5

世紀後半から6世紀初頭に位置づけられており、当古墳の所属年代もほぼ同時期のものと考え

たい。

(2)竪穴住居跡

4軒検出された。これら住居跡より出上した図化資料 (土器)に より、その所属年代の検討

を加えたい。これら住居跡に伴う土器は床面、カマ ド内、貯蔵穴内出上のもので、 2～ 4号住

居跡から出土をみている。また、 3号住居跡床面直上の 2層 (炭化物混在層)出土のものも、

床面出上のものと大差がないものと考え同等のものとして取り扱った。

2～ 4号住居跡よりは土師器杯 。甕・須恵器杯が出土している。しかし、各住居跡ごとに上

器の組み合せが異っている (2号住…土師器ネ・須恵器lTA 3号住…土師器lTA・ 甕、須恵器杯

4号住…土師器杯・甕 )。 ただし、土師器杯は各住居跡に共通しており、これを仲介すれば、共

通しない他の上器も共伴関係として捕えられる。これら土器は全て製作に際してロクロを使用

している。このような特徴をもつ土師器は、東北南部の上師器編年では「表杉ノ入式」に比定

されており、共伴関係にある須恵器も同時期のものと考えられる。従って、 2～ 4号住居跡の

所属年代は平安時代に位置づけられる。

さらに、出土土器の細部にわたる検討を進めることとする。土師器杯、須恵器杯の器形、製作

技法に関しては、口径に比べ底径が小さく、やや深い器形で (土師器1/th―底口比平均 0。 40、 口

高比平均 3.2、須恵器邦―底口比平均 0.38、 口高比平均 3.1)、 底部の切 り離しは全て回転糸切

りで、調整がされ■いものである。土器の組み合せに関しては、いずれの住居跡よりも赤焼土

器の出土をみていないという特徴が上げられる。

これらの特徴を自′烏氏による多賀城内の上器編年に対比すると、土器の組み合せの点ではD

群土器に、器形的特徴の点ではE群土器に位置づけられるものと思われる。次に、一般集落で

土師器1/Fkの底部が回転糸切 り無調整のみで構成されている出土例は、安久東遺跡 1～ 3号住居

跡、清水遺跡27・ 50号住居跡、 9号濤内 1号土渡に求められる。両遺跡の土師器郭の器形的特



徴は、当遺跡のもの以上に底口比、口高比が少ない。また、土器の組み合せのフミでは赤焼土器

郭を共伴 している。両遺跡を自′烏氏の上器編年に対比すれば、土器の組み合せの上では E群土

器、土師器部の器形的特徴の上では F群土器に位置づけられるものと思われる。 D～ F群土器

イま「官衛・城棚・寺院跡における土器群出土状況、窯跡での瓦との共伴関係および灰白色火山

灰との層位関係」よりD群土器-9世紀後半頃、E群土器 -10世紀前半頃、 F群土器 -10世紀

中頃の年代が与えられている。安久東遺跡では 2号住居跡出上の灰釉陶器の年代より、住居跡

供出土器の年代を10世紀後半頃としており、清水遺跡出土土器もこれを拠 りどころとし、同年

代のものとしている。以上のように安久東遺跡、清水遺跡の資料は E群土器、 F群土器のいず

れに対比した場合にも、それぞれ時間差が認められる。

以上を踏まえた上、当住居跡の出土土器の上限は D群土器からE群土器にかけての年代が与

えられよう。下限については夕賀城内出土土器群 (E or F群土器 )と 一般集落跡出土土器群 (安

久東遺跡 1～ 3号住居他 )の間に時間差が認められること、また、当遺跡に赤焼土器が共伴し

ないことより流動的である。従って、 2～ 4号住居跡の所属年代は 9世紀末頃から10世紀にか

けての年代を想定したい。尚、 1号住居跡は時期決定資料に貧しい遺構であったが、堆積土中

より2～ 4号住居跡と同時期の土器片を出上している。また、住居跡の配置関係に外いても等

間隔に並列するという親密性が認められることより、 2～ 4号住居跡とほぼ同時期のものと考

えたい。

(3)溝跡・竪穴遺構

竪穴遺構は 3基検出された。これら全ての堆積土上部には、10世紀前半に降下したと考えら

れる灰白色火山灰が小ブロック状、小レンズ状に含まれていた。従って、 3基 ともほぼ同時期

のものと思われる。重複関係では濤跡と竪穴遺構 (3号 )は ともに古墳の周追を切っている。

また、竪穴遺構 (1・ 2号 )は濤跡を切っている。出土遺物では濤跡、竪穴遺構堆積土中には、

ともにロクロ使用の土師器片を含んでいる。以上、竪穴遺構の堆積土、重複関係、出土遺物の

点より、濤跡は平安時代に埋ったものと考えられる。ただし、竪穴遺構の所属年代が10世紀前

半以前に位置づけられることより、濤跡は平安時代でも前半には埋っていたと想定される。両

遺構とも住居跡群 との時間的な関係については、出土遺物のフミ、重複関係がない点より、言及

はできない。

(4)そ の他の遺構

1号土獲、 2号土羨は出土遺物より所属年代は、平安時代、近世 と考えられる。 1号土娠は

4号住居跡を切っているが、出土土器に大差が認められない点より、住居跡群 とほぼ同時期か

やや後続する時期のものと思われる。 2号土装は今回の調査で検出した遺構中、若林城関係の



遺構 として認定された唯一のものである。

2.ま  と め

1.若林城跡は広瀬川によって形成された標高12mの 自然堤防上に立地している。

2 検出遺構には古墳時代中期後半～後期初頭頃の古墳 1基 (周注のみ )、平安時代の竪穴住居

跡 4軒、滞跡 1条 (上限時期不明)、竪穴遺構 3基、土娠 1基、若林城に関係する土拡 1基

の他、時期不詳の上城、ピット、河川跡がある。

3.出土遺物には弥生土器、土師器 (ロ クロ不使用、ロクロ使用 )、 須恵器、陶器、瓦、土製品、

石製品、鉄製品があり、その多くは破片資料である。全体的に出土量は少ない。

4.若林城関係の資料は上記 2号土娠の他、若子の陶器片、瓦片が出上したのみである。従っ

て、今回の調査区内では、すでに若林城関係のものはその後の建造物等によって破壊され、

消滅してしまったものと思われる。

言と      言己

註 1 伊藤信雄・伊藤玄三・岩麒I康治「裏町古墳発掘調査報告書」仙台市文化財調査報告書第 7集  1974

註 2 長島栄―「大野田古墳群」『年報 3』 仙台市文化財調査報告書第41集 1981

註 3 氏家和典「東北上師器の型式分類とその編年」『歴史』第14輯 1957

註 4 白鳥良―「多賀城出土土器の変遷」『研究紀要』Ⅶ 宮城県多賀城跡研究所 1980
註5 註 4記載の図資料より抽出したD～ F群土器の土師器郭、須恵器lTNの内、底部の切 り離しが回転糸切りで無調整の

ものに関する底口比、日高比の平均は以下のようになる。ただし、図資料からの数値のため、精度には欠ける。また、註

8の安久東遺跡 (註 6図資料より抽出)、清水遺跡 (註 7図資料より抽出)の数値も同様である (安久東遺跡底口比

に関しては報文資料 )

D群土器 土師器杯―底口比042 日高比33 須恵器郭―底口比045 日高比35

E群土器 土師器郭―底口比040 日高比30 須恵器lTh―底口比044 口高比33

F群土器 土師器郭―底日比036 日高比28 須恵器郭一図示資料なし

註 6 土岐山武  「安久東遺跡」『東北新幹線関係遺跡調査報告書Ⅳ』宮城県文化財調査報告書第72集  1980

註 7 丹羽茂・小野寺祥一郎 ●阿部博志「清水遺跡」『東北新幹線関係遺跡調査報告書 V』 宮城県文化財調査報告書第77

集 1981

註 8 安久東遺跡 土師器不―底口比037 日高比29

清水遺跡  土師器lTk―底口比036 日高比30

言
=9 
白鳥良―  「第Ⅶ章 212)土器」『多賀城跡政庁跡』本文編 宮城県多賀城跡研究所 1982

註10 安久東遺跡報文中 (註 6)では、この灰釉陶器の年代を■世紀頃としたが、その後の鹿島遺跡・竹之内遺跡の報文

中 (佐々木和博「鹿島遺跡・竹之内遺跡J宮城県文化財調査報告書第101集 1984)で 10世紀後半頃に訂正している。

したがって、清水遺跡出土土器の年代も今後同様に変更されるものと考える。



1.若林城跡遠景

2.調査前風景 (東 より)
図版 1 遺跡全景



1 古墳周追完掘状況 (Aラ イン 南より)

2.古墳周追完掘状況 (DoEラ イン
図版 2 検出遺構 1(古墳周違 )

南より)
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1 古墳周涅内円筒埴輪出土状況
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1号住居跡完掘状況 (南から)

図版 3 検出遺構 2(古墳周違、 1号住居跡 )



1.2号住居跡完掘状況 (南から)

2.3号住居跡完掘状況 (南から)
図版 4 検出遺構 3(2・ 3号住居跡 )



4号住居跡カマ ド完掘状況 (南から)

2 1号 竪穴遺構完掘状況 (南から)
図版 5 検出遺構 4(4号 住居跡、 1号竪穴遺構 )
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1 1号 上拡遺物出上状況 (南から)
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2.2号 土城完掘状況 (東から)
図版 6 検出遺構 5(1・ 2号上鉱 )



土師器 :1～ 8

1 第 7図 1
3 第 9図 1
5 第■図 1
7 第16図 1
9 第 7図 3

図版 7

須恵器 :9～ 11

2 第 7図 2
4 第11図 2
6 第16図 2
8 第16図 3
10第 9図 3
11 第11図 4

出土遺物 1



土師器 :2～ 5 須恵器 :1・ 6 埴輪 :7

1 第16図 5   2 第 9図 4

3 第12図 3    4 第12図 1

5 第16図 4    6 第16図 6

7 第 5図

図版 8  出土遺 物 2



弾

弥生土器 :1 陶器 :2 瓦 :3～ 6(4・ 5は刻印)石 製品 :

3 第18図 1    4 第18図 2

5 第18図 3    6 第19図
7 第 9図 7    8 第12町 7

図版 9  出土遺物 3
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